明石市ウォーターPPP導入検討に係るサウンディング調査（アンケート方式）
調査票

【回答期限】令和８年１月９日（金）

※Googleフォームから回答される場合は、以下のURLを貼り付けて回答してください。
【https://forms.gle/8fg94TnG5jRqTzaXA】

◆貴社について

	会社名＊
	

	回答者の部署名＊
	

	回答者のご氏名＊
	

	電話番号＊
	

	FAX番号
	

	メールアドレス＊
	


＊は回答必須でお願いします。



１　公共下水道事業における実績について

問1-1　全国の公共下水道事業における官民連携事業（包括的民間委託、PFI事業等）への参入状況についてご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．事業を受託し、完了したことがある。
ｂ．事業を完了したことはないが、現在受託中である。
ｃ．事業を受託したことはないが、公募・入札に参加したことはある。
ｄ．公募・入札に参加したことはないが、参加を検討したことはある。
ｅ．特に検討したことはない。




問1-2　上記で「ａ．事業を受託し、完了したことがある。」または「ｂ．事業を完了したことはないが、現在受託中である。」を選択した場合について、実施した自治体名、事業名、事業期間をご回答ください。（最大３件まで）

	自治体名
	事業名
	事業期間

	
	
	

	
	
	

	
	
	




問1-3　問1-1で「ａ．事業を受託し、完了したことがある。」または「ｂ．事業を完了したことはないが、現在受託中である。」を選択した場合について、事業参画時の体制をご回答ください。【複数回答可能】

	□ ａ．単独での参画
□ ｂ．グループの代表企業として参画
□ ｃ．グループの構成企業として参画
□ ｄ．グループの協力企業としての参画
□ ｅ．下請け企業（再委託企業）として参画



	【用語説明】
※ 構成企業…事業者の構成員のうち、SPCやJVへ出資する企業。
※ 協力企業…事業者の構成員のうち、SPCやJVへ出資しない企業。
※ 下請け企業（再委託企業）…事業者の構成員等から、工事や業務を下請け（再委託）する企業。


２　ウォーターPPP事業への参画意欲について

問2-1　明石市では、公共下水道事業４処理区のうち、朝霧処理区及び船上処理区を対象にしてウォーターPPP（レベル3.5）を導入することを検討しています。ウォーターPPPを導入した場合、ウォーターPPP事業への貴社の参画意欲についてご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．参画意欲がある。
ｂ．参画意欲はない。
ｃ．わからない。




問2-2　上記で「ｂ．参画意欲はない」または「ｃ．わからない」を選択した場合、その理由についてご回答ください。

	【自由記載欄】





【 問2-1において、「ａ．参画意欲がある」と回答された方 】
⇒　問3-1へお進みください。

【 問2-1において、「ｂ．参画意欲はない」または「ｃ．わからない」と回答された方 】
⇒　引き続き質問への回答・意見を希望される方は、問3-1へお進みください。
⇒　引き続き質問への回答・意見を希望されない方は、以降の質問への回答は必要ありません。なお、Googleフォームから回答される方は、「回答必須」となっている設問について「回答しない」を選択してください。



３　対応可能な業務範囲について

問3-1　ウォーターPPP事業において、貴社が対応可能な業務についてご回答ください。【複数選択可能】＊必須

	区分
	業務
	対応可能なものに○

	処理場・
ポンプ場施設
※ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ含む
	統括管理
	

	
	維持管理（運転管理/水処理）
	

	
	維持管理（運転管理/汚泥処理：下記以外）
	

	
	維持管理（運転管理/汚泥処理：焼却）
	

	
	維持管理（運転管理/ポンプ場）
	

	
	維持管理（保守管理/水処理）
	

	
	維持管理（保守管理/汚泥処理：下記以外）
	

	
	維持管理（保守管理/汚泥処理：焼却）
	

	
	維持管理（保守管理/ポンプ場）
	

	
	維持管理（浚渫）
	

	
	維持管理（廃棄物収集運搬）
	

	
	維持管理（修繕工事）
	

	
	改築更新（設計）
	

	
	改築更新（土木・建築・建築設備工事）
	

	
	改築更新（機械工事）
	

	
	改築更新（電気工事）
	

	
	ストックマネジメント計画策定支援
	

	管路施設
	統括管理
	

	
	維持管理（点検・調査）
	

	
	維持管理（浚渫）
	

	
	維持管理（修繕・開削）
	

	
	維持管理（修繕・非開削）
	

	
	改築更新（設計）
	

	
	改築更新（工事・開削）
	

	
	改築更新（工事・非開削）
	

	
	ストックマネジメント計画策定支援
	

	
	苦情一時対応
	

	その他
	【自由記載欄】



４　事業の対象範囲について

本市では、別冊「明石市ウォーターPPP導入検討に係るサウンディング調査　事業概要説明書」の【３－２．想定される事業の枠組み】において示す事業の枠組み３ケース（【ケース①】、【ケース②-1】、【ケース②-2】）を基本として、ウォーターPPPの導入可能性を検討しています。これらの枠組みについてご意見をお伺いします。

問4-1　本市がウォーターPPPを導入する場合、望ましいと考えるケースについてご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．【ケース①】が望ましい。
ｂ．【ケース②-1】が望ましい。
ｃ．【ケース②-2】が望ましい。
ｄ．現行の維持管理方式の継続が望ましい。
ｅ．わからない。




問4-2　上記回答理由や補足説明についてご回答ください。

	【自由記載欄】





問4-3　処理場・ポンプ場施設（マンホールポンプ含む）の維持管理と管路施設の維持管理を一体的な事業とすることは、本市にとって有効と考えられるかご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．有効である。
ｂ．有効ではない。
ｃ．わからない。





問4-4　上記回答理由や補足説明についてご回答ください。

	【自由記載欄】





５　レベル3.5の形式（更新支援型、更新実施型）について

問5-1　本市では、処理場及びポンプ場施設（マンホールポンプ含む）の維持管理にウォーターPPP（レベル3.5）を導入する場合、更新支援型（CM方式は含まない）での実施を考えています。このことについてご回答ください。【いずれか１つ】
＊必須

	ａ．特に問題はない。
ｂ．問題がある。
ｃ．わからない。



	【用語説明】
※ CM方式…CM（Construction Management）方式とは、建設生産に関わるプロジェクトにおいて、コンストラクションマネージャー（CMR）が、技術的な中立性を保ちつつ発注者の側に立って、設計・発注・施工の各段階において、設計の検討や工事発注方式の検討、工程管理、品質管理、コスト管理などの各種のマネジメント業務の全部又は一部を行うもの。




問5-2　上記回答理由や補足説明についてご回答ください。

	【自由記載欄】






問5-3　本市では、管路施設の維持管理にウォーターPPP（レベル3.5）を導入する場合、更新支援型（CM方式は含まない）での実施を考えています。このことについてご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．特に問題はない。
ｂ．問題がある
ｃ．わからない




問5-4　上記回答理由や補足説明についてご回答ください。

	【自由記載欄】






６　ウォーターPPP（レベル3.5）の４要件について

問6-1～問6-4のウォーターPPP（レベル3.5）の４要件について、参加意欲向上のための意見等があればご回答ください。

	【用語説明】
※ ウォーターPPPの４要件…ウォーターPPP（レベル3.5）で充足することを求められている、「①長期契約（原則10年）」、「②性能発注」、「③維持管理と更新の一体マネジメント」及び「④プロフィットシェア」の４つの要件。要件化の趣旨としては、②性能発注、③維持管理と更新の一体マネジメントにより、民間事業者の創意工夫やノウハウ等を最大限活用しつつ、投資効果の発現等に必要な事業期間を①長期契約（原則10年）で確保し、一方で、中長期の事業期間中もライフサイクルコスト縮減の提案を促進して新技術等の効果・メリットを官民で享受しうる④プロフィットシェアを要件とすることで、民間事業者の創意工夫をより引き出し、下水道事業・経営の持続性向上に一層寄与することを目指すものとされている。




問6-1　長期契約（原則10年）について

	【自由記載欄】





問6-2　性能発注について

	【自由記載欄】




	【用語説明】
※ 性能発注…発注者が求めるサービス水準を明らかにし、事業者が満たすべき水準の詳細を規定した発注のこと。





問6-3　維持管理と更新の一体マネジメントについて

	【自由記載欄】




	【用語説明】
※ 維持管理と更新の一体マネジメント…維持管理と更新を一体的に最適化するための方式。維持管理と更新を一体的に実施する「更新実施型」と、更新計画案の策定やコンストラクションマネジメント（CM）により地方公共団体の更新を支援する「更新支援型」がある。




問6-4　プロフィットシェアについて

	【自由記載欄】




	【用語説明】
※ プロフィットシェア…民間による新技術の導入や維持管理の工夫により生み出されたコスト削減分（プロフィット）を官民で分配（シェア）する仕組み。





７　市内業者の参画について

問7-1　市内業者が参入しやすい実施体制や公募上の要件（市内業者を構成企業に含めたSPCの設立を公募要件とする等）についてご意見や留意すべき事項についてご回答ください。

	【用語説明】
※ SPC（Special Purpose Company）…特別目的会社。ある特別の事業を行うために設立された事業会社のこと。PFI では、公募提案する共同企業体（コンソーシアム）が、新会社を設立して、建設・運営・管理にあたることが多い。なお、会社法上の株式会社であることが多い。



	【自由記載欄】





８　公募スケジュールについて

	【現時点の想定スケジュール】
令和８年度　　：公募に向けた準備（書類・資料準備、官民対話等）
令和８年度末　：公募開始
令和９年度　　：事業者選定、契約締結
令和10年度　 ：事業開始
※今後の検討状況により変更となる可能性があります。




問8-1　想定する公募スケジュールにつきまして、事業者として参画検討する場合のお考えをご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．参画検討可能
ｂ．条件が整えば参画検討可能
ｃ．参画検討は難しい
ｄ．わからない





問8-2　上記回答理由や補足説明をご自由にご回答ください。また、「ｂ．条件が整えば参画検討可能」と回答された方は、どういった条件であれば参画検討可能であるかご回答ください。

	【自由記載欄】





９　公募時の必要資料について

問9-1　ウォーターPPPで本事業を実施する場合、貴社が本事業への参画検討において必要な資料や情報についてご回答ください。

	【自由記載欄】





10　今後の調査への協力可否について

問10-1　本サウンディング終了後、ご協力いただける企業に対して必要に応じて追加の対話（文書による照会を含む）やアンケート等を実施させていただくことがあります。ご協力いただけるか否かご回答ください。【いずれか１つ】＊必須

	ａ．協力は可能である。
ｂ．協力は難しい。



11　その他

問11-1　その他、ご意見や懸念点等がございましたら、ご回答ください。

	【自由記載欄】




アンケートは以上です。
ご協力ありがとうございました。

1
